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■KLCとは？
・Kasuga Learning Commons 
　- 筑波大学 春日地区 図書館情報学図書館に設置
　-１つの学科に特化したLC
・KLCの利用者数
・Learning Commonsとは？
　-学習するための共有スペース
　-空間・設備・人の三位一体で学習をサポート
Graduate School of Library, Information and Media Studies, University of Tsukuba
一つの学科に特化したラーニングコモンズのため
きめ細やかな運営 ・ サービスの提供が可能
講義、 レポートへの丁寧なサポートを実現
 多様な利用のされ方
サークルでの利用グループ学習
イベントの開催
KLCでは学生主体で様々なイベントが開催
されている。1学科に特化しているため、
学科に関連したイベントも多い。
過去のイベント例
・研究室説明会 ・ブックトーク
・ビブリオバトル ・各種勉強会
・図書館情報学若手の会 定例会
■KLCをみてみよう
①
チュータ制度
-大学院生、学部生スタッフが平日4時間常駐
-質問と回答は全てWebに掲載。特定授業との連携
チュータ
授業に関連した質問のほか、
生活相談や履修相談まで
幅広く対応している。
計算機環境
授業で使用する計算機と
同じ環境をKLC内に整備。
授業での不明点をそのまま
質問できる。
質問内容
質問の内容は演習系授業（プログラミング、
情報処理等）に関する質問が最も多い。
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　私たちの KLC は一つの学科に特化した支援体制により、
学生たちの授業や生活の相談に自己体験をもとに丁寧に
対応できる空間になっています。 チュータデスクでの相談や
充実した設備のコミュニティスペースでの学習会で学生同士
での学年間を超えた学びの場所となっています。
① チュータが常駐しているスペース。スペース内には
計算機が設置されているため、最も利用者数が多い。
注 平日 15:00-19:00 1 時間ごとの利用者数の累計
　 筑波大学は 2013年度より 3学期制から 2学期制へ移行
「今度は自分たちが教える側になりたい！」
そう思われる学びの場の提供をしていくことで、
僕らは未来の KLC をつくっていくんだけろ！
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④ カフェのような雰囲気のスペース。ソファや
テーブルが備え付けられており、リラックスして
学習に取り組むことができる。
③ 可動式椅子・机が備えられたグループ学習向けの
スペース。今年度新たに液晶ディスプレが設置されて、
利用の幅が大きく広がった。また、多くのイベントが
このスペースで開催されている。
② パーティションで区切られた少人数向けの個室
スペース。大型ディスプレイやホワイトボードなどが
備わっておりゼミ、発表練習などに利用されている。
⑤ お話スペース。多くの児童書や絵本がある。
絵本の読み聞かせからグループ学習まで幅広く
利用されている。
⑥ LCでは珍しい開放感溢れる屋外スペース。
日の光を浴びながら読書や学習ができる。  
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